
 
 

令和５年８月 31 日 
⻑ 寿 社 会 課 

 

第２回 第９期介護保険事業支援計画・老人福祉計画 栄養ワーキング 

 
 
１ ワーキングの設置  
 参加者を固定せずに、関係者による栄養フレイルについて意見交換・施策立案を行っています。 
 
 第１回のメンバー：５名 
  ○第９期介護保険事業支援計画・老人福祉計画策定・推進委員会 
   福田節子委員、山代豊委員、高場由紀美委員 
  ○鳥取市中央包括支援センター 中嶋主任、大濱管理栄養士 
 第２回のメンバー：８名 
  ○第９期介護保険事業支援計画・老人福祉計画策定・推進委員会 
   福田節子委員、山代豊委員、高場由紀美委員 
  ○鳥取市⻑寿社会課 橋本次⻑、⻑尾主幹 

鳥取市中央包括支援センター 中嶋主任、大濱管理栄養士 
   鳥取市保健所健康・子育て推進課 相本管理栄養士 
 
 
２ 栄養ワーキングでの議論 
 第１回：管理栄養士・栄養ケアステーションを活用する際の診療報酬・介護報酬等の使い分けを検証 

 (どのような場合にどのような財源が活用できるか) 
 第２回：栄養ワーキングでは第１回の意見を踏まえ、関係機関の制度・財源を整理し、さらに具体的

なアクションにつなげるための意見交換 
     主な意見： 
      ・低栄養だけでなく、過栄養もみるなど幅広く 
      ・栄養ケアステーションの中⻄部への拡充 
      ・多職種で関わって重層的に取り組む必要 
      ・ケアマネと医師への教育 

→(鳥取市では)ケアマネに栄養の意識を根付かせようとしている最中 
      ・銭湯や薬局で体重測定、“体重を測りましょうキャンペーン” 
 

 

 ⇒ 今後、必要に応じ第３回を開催の上、取組を決めていく 
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第１回「鳥取方式フレイル予防対策検討会」
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日時：令和５年７月２０日（木）午後２時４０分から３時４０分まで
会場：鳥取県医師会館（東部）、西部医師会館（西部）※２会場をオンラインで結ぶハイブリッド形式
検討会メンバー

団体・所属 職名 氏名 備考 会場

鳥取県医師会 会長 渡辺 憲 座長 東部

鳥取大学医学部

教授 永島 英樹 整形外科学 西部

教授 中村 廣繁 呼吸器・乳腺内分泌外科学 西部

教授 尾﨑 米厚 (欠席) 環境予防医学 -

教授 小谷 勇 口腔顎顔面外科学 西部

教授 森田 明美 健康政策医学 西部

教授 浦上 克哉 認知症予防学 西部

教授 谷村 千華 成人・老人看護学 西部

鳥取県歯科医師会 理事 足立 融 東部

鳥取県看護協会 専務理事 植木 芳美 東部

鳥取県栄養士会 会長 福田 節子 東部

鳥取県理学療法士会 会長 三谷 管雄 東部

山陰言語聴覚士協会 副会長 田村 篤人 西部

米子市フレイル予防推進協議会 会長 廣江 晃 西部

鳥取市長寿社会課 保健師 長尾 真弓 東部

米子市フレイル対策推進課 課長 頼田 真哉 西部

琴浦町すこやか健康課 （欠席） -

日南町福祉保健課 室長 坪倉 洋子 西部

【事務局】

所属 職名 氏名 備考 会場

福祉保健部 部長 中西 眞治 東部

福祉保健部健康医療局 局長 坂本 裕子 東部

福祉保健部支えあい福祉局長寿社会課 課長 小椋 誠 西部

福祉保健部健康医療局医療・保険課 課長 米田 裕一 東部

福祉保健部健康医療局健康政策課 課長 山﨑 利幸 東部

鳥取市保健所 課長補佐 小宮 覚 東部

倉吉保健所 課長補佐 永美 知沙 東部

米子保健所 保健師 槙原 海優 西部
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【次 第】

（１） 開会

・知事、座長（渡辺会長）あいさつ

（２） 事務局説明

・検討会の趣旨、スケジュール等

（３） 鳥取大学医学部の取組紹介

・「健康鳥取スマートライフプロジェクト」

・認知症治療に関する最新情報

（４） 情報交換

・各参加団体の取組紹介

・意見交換

（５） 閉会

・座長まとめ
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「鳥取方式フレイル予防対策」の策定 ①

【趣旨】

 コロナ禍の影響で運動や社会参加の機会が減り、特に高齢者のフレイルの進行が
懸念されている

 フレイル予防に関する学術的知見をもとに、健康づくりや介護予防の取組を改めて
体系的に整理し、今後の関連施策の拠り所として「鳥取方式フレイル予防対策」を
策定する

 今年度改定する各種関連計画（健康づくり文化創造プラン、高齢者の元気と福祉
のプラン等）の改定案に反映

 市町村と連携し、各種フレイル対策事業を展開（啓発パンフレットの作成、健康づ
くりイベント・セミナーの開催等）
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開催時期等 概 要

第1回検討会
（R5.7.20）

フレイル予防に関する現状と課題等に関する情報交換等

第２回検討会
（R5.9月頃）

第１回検討会での議論や各メンバーの意見等を踏まえた「鳥取方式フレイル
予防対策(案)」の提示、意見交換

第３回検討会
（R5.10月末頃）

「鳥取方式フレイル予防対策」の最終とりまとめ

検討スケジュール（予定）

「鳥取方式フレイル予防対策」の策定 ②

構成イメージ（案）

◆３つのフレイル改善と、健康な状態を維持する「フレイル予防」

◆世代層や現在の健康状態に応じた対策

②栄養・口腔機能
（オーラルフレイル）

①身体活動
（身体的フレイル）

③社会参加
（社会的フレイル）

④フレイル予防（健康の維持・増進）
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【「鳥取方式フレイル予防対策」の方向性】

 「身体活動」、「栄養・口腔機能」、「社会参加」の３つの柱と、健康な状態を維持する
「フレイル予防」に分類して、学術的知見や市町村の実践に基づく効果的な取組を
とりまとめてはどうか。

 加えて、「働き盛り世代」と「高齢者」、「健康な人」と「フレイル改善が必要な人」に
ケース分けして、それぞれに効果的な対策を整理してはどうか。

働き盛り世代
（40代〜）

高齢者層
（65歳〜）

健康維持・増進対策
(フレイル改善対策)

健康維持・増進対策

フレイル改善対策

メタボリックシンドローム、高血圧、糖尿病
等の生活習慣病の予防など

体力づくり、栄養と口の健康、人とのつなが
りづくりを意識した生活
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【参考】鳥取県版フレイル対策推進事業（６月補正）
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【事業目的】

新型コロナウイルス感染拡大の影響の長期化で、高齢者の閉じこもりといった不活発な生活による健
康への影響（フレイル、認知症の進行等）が全国的に懸念されている。
これら問題への対策を地域全体の課題として受け止め、解決に向けて体系的に取り組んでいくことが
必要であるため、有識者や市町村等関係者の意見を聞きながら、健康寿命を延伸するためのフレイル・
認知症予防対策等についての研究及び普及啓発を行う。

【主な事業内容】

区分 事業内容 予算額（千円）

対策検討会議の開催
県医師会、鳥取大学等と連携し、包括的なフレイル・認知症
予防対策を協議・研究する。

2,000

認知症の最先端医療を
目指す研修会の開催

先駆的に治療に取り入れることを推進するため、認知症サ
ポート医などの医師に対して認知症の最先端医療や治療薬
に関する研修会を開催する。

2,000

フレイル・認知症予防の
普及啓発

○県民に対するフレイル・認知症予防の普及啓発 （3,000千円）

○市町村向け補助制度の創設 （5,000千円）

住民へのフレイル予防の普及啓発活動を支援
（補助率1/2、上限額500千円）
➡7/13、各市町村へ交付要綱通知済

8,000

合計 12,000


